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狂

俳

に
見

る
妻

の

表

現

と

女

性

観

＜

～
奥
様

↑
内
義
・
御
新
造
・
噪
・
女
房
～

は

じ

め

に

冨
　

田

口
口
壬

Ｔ

子

弘
化
四
（
一
八
四
八
）
年
刊
行
の
高
井
蘭
山
の
編
集
に
よ
る
『
四
八
女
重
賓
記
』
巻
一
の
三
に
、「
天
子
の
御
妻
を
女
御
・
き
さ
き
と
い

ふ
。
大
樹
将
軍

の
を
御
豪
所
又
は
北
の
御
方
共
云
。
祝
言
の
夜
、

か

ろ

ぶ
　

け

ご

し

ん

ぞ

う

ひ

や
く

し
や

う

お

か

た
　
　

ゐ
わ

ら

ぢ

に
し

ま
く

ら

き
た

む
き
　
　

ぎ
ょ

し

ん

な

だ

い

み

や

う

ご

ぜ

ん

お

く

西

枕
北
向

に
御

寝

な
る

ゆ
ゑ
の
名
也

。

大
名

の

を
御
前

さ
ま
・

奥

げ

じ

ょ

わ

ら

ぢ

さ
ま
と
云
。
軽
き
武
家
に
御
新
造
、
百

姓

の
を
御
方
又
蘭
観
共
云
。
下
女
に
は
藁
観
を
は
か
す
る
と
い

云
。
内
の
儀
則
を
治

る
と
云
こ
と
也
。
下
ざ
ま
の
を
呵
と
云
。
子
あ
れ
ば
子
持
と

あ
ら
で
お
そ
ろ
し
き
と
い
ふ
の
名
な
り
。
年
寄
て
は
躯
と
い

ふ

ふ
義
な
り
。
町
人
の
を
内
儀
と

い
ふ
。
揚
屋
茶
屋
の
を
火
車
と
い
ふ
。
花
奢
に
て
は

。
夫

な
く
な
勺
て
後
家
共
後
室
共

と
云
。
い
づ
れ
も
そ
れ
く

の
品

い
ふ
。
寺
方
に
て
妙
と
い
ひ
、
大
黒

・
く
ら
ゐ
有
て
と
な
ふ
る
所

も
ち
が
ふ
な
れ
ば
、
こ
こ
ろ
ば
へ
風
俗
ま
で
毛
ち
が
ひ
有
。
・：
風
俗
と

は
た
ち
ふ
る
ま
ひ
の
事
也
。」
と
見
え
る
。
（
句
読
点
は
冨
田
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。）
こ
の
よ
う
に
、
当
時
使
わ
れ
た
妻
と
い
う
立
場
を

表
現
す
る
言
葉
に
は
、
奥
様
・
内
義
・
御
新
造
・
曝
・
女
房
等
が
あ
り
、
風
俗
・
言
動
ま
で
も
区
別
が
あ
っ
た
。
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（
注
2
）

ま

た

、
『
守

貞

漫

稿
』
（
嘉

永

六

（

一

八

五

三

）

年

概

略
）

巻

之

四
　

人

事

に

、
「
京

坂

の
士

民

、

奴

婢

よ

り

戸

主

の

妻

を

称

て

、

大

小

戸

と
も
に
奥

様
と
云

。
・
三

守
貞
云

、
今
世

関
西

に

も
、
御

方

と
称
す
国

を
聞

ず
。
東

国

は
オ
カ
ミ

サ
マ
、
京
坂

は

オ
ク
サ

マ
・
す
イ

ヱ

サ

マ
、
尾
州

は

ゴ
ッ

サ

マ
、
御

新

造
の
略
也

。
）
」
「
大
坂

の
市
民

、
主
人

の
妻
を
、
巨

戸
及

び
巫
医
等

ば
京
民

と
同

く
、
奥
様

と
称
し

、

中
以
下

専
ら
御
家
様

と
’云

。
」
「
江

戸
武
家
及

び
巨

戸

は
、
主
人

の
妻

を
御
新
造
様

と
称
す

。
巫

醤

ぱ
小
戸

も
称
之

。
・：
中
民
以
下

は
、
御

カ
ミ
様
と
称
す

。
」
「
小

戸

の
夫

、
己

が
妻

を
他
に
對
て

「
カ

ヽ
ア
」

と
云

。
或
卑

て
山

の
神
と
云
。
」
「
又

、
三
都

と
も
に
戸

主

を
亭
主

と

云

。
…

妻
を
女
房

と
云

。
」

等
と
見
え

、
三
都
で

妻
の
表

現

に
相

違

が
み

ら
れ

る
。
で

は
、
名
古
屋

圏
で

は
ど
う
で
あ

ろ
う
。

と
こ
ろ
で
「

雑
俳
は
・：

い
わ
ば
、
民

俗
習
慣
の
言
語

記
録
な

の
で
あ
り
、
・
…

口
頭
語

は
大
衆
生
活

の
裏
付

け
を
持
ち

、
当

時
に
生

き

た
人

の
息
吹

を
写

し
て

い
る
。
…

即
時
即
場

の
生

き
た
言
葉
と
し

て
の
存
在
意
義

を
主
張

し
て

い
る
。
雑
俳
様
式

は
、
中

流
以

下
に

あ
っ

た
人

々
の
当
時
唯

一
の
自
由

な
発

表
手
段

だ
っ
た

。
・：
す

べ
て

が
題
詠
様
式

と
な
っ
て

い
た
こ
と

が
、
直
接

な
発
言
形
式

か
ら
逃

れ
、
傍

観
的

な
第
三
者

の
態

度
を
と

ら
せ
た
。
世

俗
人
情

は
写

す

が
自
分

の
主
義
主
張

で
は

な
い
と
、
直
接

的
な
追
求

か

ら
解

放
さ

れ
る
様

式
で

お

っ
た
た
め
、
本

音
を
出
し

や
す

い
と

い
う
利
占

が
あ

゜
た

と
思

う
゜

〒

％

　
　
3

）
と
解

説

さ
れ
る
。
こ
の
雑

俳
に
分
類

さ
れ

る
狂

俳
の
句

に
表

現

さ
れ
た
も
の
は
、
特
殊

な
個
人

の
物
の
見
方

と

い
う

よ
り
も
当
時

の
平

凡
で
一

般
的

な
捕

ら
え
方

と
見

る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
こ

で

、
江

戸
時
代

後
期
に
名
古
屋

で
発
行

さ
れ
た
狂

俳
の
撰
句
集

の
中

か
ら
、
当
時

の
妻
と

い
う

立
場
に

あ
る
女

性

た
ち
の
暮

ら
し
ぶ
り
等

を
窺

う
こ

と
の
で
き

る
句
を
通
し
て
、
実
際
に
庶
民

が
区
別

し
て
使
用
し
た
呼
称
の
感
覚
的
な
差
と
生
活
の
中
の
女
性
像
を
窺
っ
て
み
た
い
。

と
は

い
え
、
少

し
時
代

は
下

る

が
、
明

治
2
3年
に
発

行

さ
れ
た
狂

俳
の
撰

集

’四
甘
皇
国
俳

人
全
揃
集
』

゜
巻

末
名
大
に

軋

゛
人

達
a

男
性

ば
か
り
で
、
女
性

で
あ

る
と
推
測
で
き

る
名

前
は
見
当

た
ら
な

い
。
当

時
、
狂

俳
興
行

に
女

性

が
全

く
参
加
し

な
か
っ
た

わ
け
で
は

な

い
が
、
女

性
の
参
加

は
少
な

か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
取
り
上

げ
て

い
く
句
の
ほ

と
ん
ど

が
男
性

に
よ
っ
て
作

ら

れ
た
、
言

い
換
え

れ
ば
、

男
性

の
目

か
ら
見

た
妻

像
と
言

う
こ
と

が
で

き
る
。
女
性

が
女

性

の
心

を
主
観
的

に
詠
っ
た

の
で
は

な
く
、
真

性

に
よ
っ
て
客
観

的
に
詠
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わ
れ
表
現
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
男
性
の
異
性
に
対
す
る
複
雑
な
気
持
ち
や
見
方
を
窺
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
女
性
が
詠
み
込
ま
れ
た
句
に
は
、
三
つ
の
種
類
が
あ
る
。
ま
ず
、
女
性
を
表
す
言
葉
、
例
え
ば
、
女
・
奥
様
・
内
義
・
御
新
造
・

噪
・
女
房
・
後
家
・
妾
・
姑
・
娘
・
姉
・
妹
・
下
女
・
乳
母
・
芸
妓
・
女
郎
・
瞥
女
な
ど
の
言
葉
が
題
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
、
ま
た
付

句
に
出
て
く
る
も
の
、
そ
し
て
こ
れ
ら
女
性
を
表
す
言
葉
は
題
に
も
付
句
に
も
出
な
い
が
、
句
の
意
味
が
女
性
の
習
慣
や
態
度
・
様
子
を

詠
ん
だ
と
分
か
る
も
の
。
こ
こ
で
は
、
特
に
妻
と
い
う
立
場
を
表
現
す
る
言
葉
の
内
、
奥
様
・
内
義
・
御
新
造
・
噪
・
女
房
を
題
又
は
付

句
に
含
む
句
か
ら
考
察
を
試
み
た
い
。

さ
て

、
こ
こ
で
取

り
上

げ
る
奥

様
・
内
義
・
御

新
造
・
噪

・
女
房

の
解
説
を
、
『
日
本
国

語
大
辞
典
』
（
小

学
館

）
か

ら
引

い
て
み

る
と
、

次
の

よ
う
に
載

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈

奥
様
…
（
「

さ
ま
ト

は
接
尾
語
」
公

家
の
内
室

、
大
名

の
正

室
な

ど
、
身
分
あ

る
人

の
妻
を

敬
っ
て
呼

ぶ
語
。
の

ち
に
は
上

流
の
武
家

や

富
商
の
妻

な
ど
に
も
い

い
、
現

在
で

は
広
く
一
般

に
用

い
ら

れ
る
。
奥
御

。
奥

。

内
義

・
内
儀
…
他

人
の
妻
を
敬

っ
て

い
う
語

。
近
世

、
特

に
町

家
の
妻

に
対

し
て

い
う
。
さ
ら
に
敬
っ
て
「
お

な
い
ぎ
」

と
も
。
内
方

。

御

新
造
・：
②
武
家

の
妻
女
を

さ
し
て

い
う
語
。
妻
を
め

と
る
時
に
居
所

を
新
造
し

た
と
こ

ろ
か
ら

い
わ

れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と

も
い
う
。

ご
し

ん
ぞ
。
③
町
家

の
富
貴
な
家

の
妻
女

を

い
う
。
ま
だ
、

後
に
は
ふ

つ
う
、
他
人

の
妻
女
、
特

に
、
新
妻

や
若
女
房

を
い
う
の

に

用

い
た

。
ご
し
ん

ぞ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ

曝

・
母

・
嫡
・：
①
子

が
母

親
を
敬

い
親
し
ん
で
呼

ぶ
語
。

お
と
な

が
子

の
立
場
に

た
っ
て
使
ヶ

場

合
も
あ

る
。
次
第

に
敬
意
は
失

わ
れ
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た
。
②
近
世
、
下
級
階
層
で
、
妻
を
い
う
語
。
他
に
対
し
て
自
分
の
妻
を
い
っ
た
り
、
他
家
の
主
婦
を
さ
し
た
り
す
る
。

χ

―

カ

カ
あ

噪

嫡
…
（
「
か

か
」
の
変
化

し
た
語
）
親
し
み
、
謙
遜

、
の

の
し
り
な
ど
の
気

持
で
妻
を

い
う
語

。
他

人
に
対

し
て
自
分

の
妻
を

い
っ

た
り
、
他
家
の
主
婦
を
さ
し
た
り
す
る
。
お
っ
か
あ
。
か
あ
ち
ゃ
ん
。

女
房
…
②
中
世
、
近
世
、
一
般
に
婦
人
、
ま
た
は
愛
情
の
対
象
と
し
て
の
女
性
を
い
う
。
女
。
③
中
世
以
後
、
妻
を
い
う
。
妻
女
。
近

世
に
は
、
自
分
の
妻
を
呼
ぶ
と
き
「
女
房
ど
の
」
と
も
い
う
。
現
代
で
は
、
多
少
と
も
卑
し
め
た
気
持
を
も
っ
て
い
い
、
自
分
の
妻

の
こ
と
を
い
う
場
合
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。

で
は
、
辞
書
で
の
解
説
と
江
戸
時
代
後
期
の
名
古
屋
地
方
に
お
け
る
実
際
の
使
わ
れ
方
・
概
念
の
相
違
を
窺
う
た
め
に
、
当
時
発
行
さ

れ
た
撰
句
集

の
内

、
『
雑
俳
集
成
』
第

一
期
1
2「
天

保
名
古
屋

狂
俳
集
ト
・
第
二
期
1
0「
名
古

屋
幕
末
狂

俳
集
」

に
載

る
撰
句
集

か
ら
引
用

す
る
。

と
こ

ろ
で

、
各
撰
集
に

お
い
て
題
又

は
句
に
出

る
奥

様
・
内
義

・
御
新
造

・
噪
・
女
房

の
頻
出
度

は
次

の
通

り
。
但
し
、

こ
れ

ら
の

言

葉
を
含

ま
な
く
と

も
句
意

は
妻
の
行
動
等

を
表
現

し
た
句

が
あ
る
の
と
同
様

に
、
こ

れ
ら
の
言
葉

が
使
わ

れ
て

い

る
と

い
っ
て

も
、
句

の

主
題

が
妻

の
行

動

や
考
え
方

を
詠

ん
で
い

る
と

は
限
ら
な

い
が
、
特
に
区
別

し
な

い
。

ま
た
、
作
品

の
配
列

は
ほ

ぼ
刊
行
年
又

は
興
行
年

次
順
で

、
『
狂
俳

冠
句
壱
編
』

の
文
政

一
二

二

八
二

九
）
年

序
か

ら
、
『
千
代
見

具

佐
』

初
編

の
慶
応
二

（
一
八
六
六
）
年

序
に
至

る
3
8年
間
で

考
察
す

る
。
こ
れ
以

前

の
作

品

は
省

略
し

た
。

〈
表
I
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜

『
狂
俳
冠

句
壱
編
』
前

編

総
毎
数

「

九

〇

（

注
5

）

奥
　
様
一
内
　
義
一
御
新
造

1

1

1

1

1

題
I

－

｜

一 ・ ・ 一一 ・ 一 一 － －

I

‐

‐

1

1

1

1

句

一

題

--- 一

句

一

題

一一- 一

句

一

題

一 一 一 一 一 一

一 一 － － －－ － － － 一 一

ヤ一 一 一 一一 一 一 一 一 一

女

房

句2

‐

‐

1

1

題
1
－

I

一 一 一 一・ 一 一 一 一 一

‐

‐

‐

‐句
（
注
6

）
計
題
－ － － －

句

1

－

－

0

一 一

3

一 一 一 一 －

合

計

－－

9
J

頻
出
度

1。6
％



『
狂
俳
冠
句
壱

編
』

後
編

『
狂
俳
不
知
足
』

『
狂
俳
冠
句
太
箸

集
』

初

編

『
狂
俳
冠
句
太
箸

集
』

二

編

『
狂
俳
冠
句
太
箸

集
』

三

編

『
狂
俳
冠
句
太
箸

集
』

四

編

『
狂
俳
冠
句
太
箸

集
』
五

編

『
狂
俳
角
力
十

評
』

『
十
評
』

『
続
太
は
し
集
』

初
編

観
　
　
　
『
狂
俳
潮

の
花
』

吐女
　
　
　
『
狂
俳
雪
月
花
』

現
　
　
　
『
続
太
は
し
集
』

二
編

表1
0
　
　
　『
狂
俳
鉄

く
ま
で
』

に
I
　
　
　『
続
太
は
し
集
』

三
編

に
　
　
　
『
た
ま
か
し

わ
』

初
編

狂
　
　
　
『
す

ゞ
し

ろ
集
』

一
　
　
　
『
た
ま
か
し

わ
』

二
編

1
5
　
　
　『
狂
俳
天
狗
七

部
集
』

一

八

〇

五

〇

〇

三

三

一

五

〇

〇

五

〇

〇

五

〇

〇

五

〇

一

二

八
五

〇

一

〇

〇

ロ

ー
○

○

一
　
コ

ー
○

四

〇
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＊
　
清
書
巻
に
載
る
総
句
数
。
こ
の
内
、
○
印
の
付
く
選
句
さ
れ
た
秀
句
は
、
一
四
三
句
、
内
、
噪
で
7
句
、
他
は
無
し
。

＊
＊
「
内
義
と
御
新
造
」
の
題
で
2
2句
載
る
。
内
義
・
御
新
造
の
各
欄
に
数
値
を
入
れ
た
。
よ
っ
て
句
数
を
2
2句
重
複
し
て
数
え
て
い

る

。
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-

表
I

か
ら
、
こ

こ
で
取

り
上

げ
た
妻

と
い
う
立
場

を
表
現

す
る
五
種
類

の
言
葉

の
総

句
数
に
占

め
る
割
合

は
2
　
9
％

で
多

い
と

は
い
え
な

い
。
が
、
こ

の
中

で
も
「
近
世

、
下
級

階
層
で
、
妻

を

い
う
語
」

と
解
説

さ
れ

る
「
噪
」

の
登
場

す
る
場
合

が
多
く
、
次

い
で
「
内

義
」

「
女
房
」
が
登
場

す
る
。
ま

た
、
奥
様

・
内
義
・
御

新
造

の
題
と
句
で

の
出
現
の
相
違

は
、
奥
様

が
1
6句
と
7

句
・
内
義

が
8
3句

と
9

句
・

御
新

造

が
3
1句

と
1
4句
で

、
題
に
出

さ
れ
た
句
の
方

が
付
句

に
利
用

さ
れ
る
場

合
よ
り

も
多

い
。
つ
ま
り
、
出

題

さ
れ
た
題
か

ら
の
発
想

に
よ
っ
て
付

句
に
利
用

さ
れ
秀
句

と
な
る
こ

と
が
少

な
く

な
っ
て

い
る
。
庶

民
に
と

っ
て
身
近

な
「
噪
」

の
暮

ら
し

ぶ
り
や
行
動

が
表
現

の
対
象

と
な
り
易

く
、

ま
た
選
句

さ
れ
た
秀
句

が
多

く

な
る
こ

と

が
窺

わ
れ

る
。
　
　
　
　
　
　
　

し

次
に
句

を
引

用
し

な
が
ら
、
実

際
に
庶
民

が
区

別
し
て
使
用

し
た
呼
称

の
感
覚
的

な
差
と
生
活

の
中
の
女

性
観
を

考
え

た

い
。

（
1
）
奥
　
　
　
様

①
他
人
の
妻
を
や
や
上
位
の
相
手
と
し
て
詠
ん
で
お
り
、
親
し
み
を
感
じ
る
存
在
と
し
て
見
て
い
る
例
。

山
気

の
あ

る
奥

様

こ

ち

と

ら

に

さ

へ
出

て

見

へ

る

鳥
　
夕
　
『
太
箸
集
』
四
編

＊
山
気
・：
（
山
師
の
よ
う
な
気
質
の
意
）
投
機
や
冒
険
を
好
む
気
質
。
万
一
の
幸
運
を
ね
ら
っ
て
、
思
い
き
っ
て
物
事
を
し
よ
う

と
す
る
心
。
＊
こ
ち
と
ら
…
自
称
。
「
こ
ち
と
」
に
複
数
を
示
す
接
尾
語
「
石
」
の
付
い
た
も
の
。
男
女
と
も
に
、
対
等
ま
た
は

や
や
上
位
の
相
手
と
の
語
に
用
い
る
。
現
代
で
は
、
ふ
ざ
け
た
表
現
で
用
い
る
。

陽
気
な
奥
様

町
風

ナ
奥

サ
マ

質
も
素
人
じ
ゃ
無
か
っ
た
り

袖
の
質
皺
明
鍋
な

＊
明

鍋
・：
秘
密

の
保

て
な

い
人

。
あ
け
す

け
。

陽
気

な
奥

サ
マ

産
見

舞

さ
ヘ
カ
ン
高
な

士

閣

J ‘

存

一

『
た
ま
か
し

わ
』

四
編

『
た
ま
か
し

わ
』

七
編

斎
　
『
た
ま

か
し
わ
』

四
編
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陽
気
な
奥
サ
マ

酸
く
さ
い
ゆ
か
た

開
く
切
飯

祭
り
よ
ば
れ
る
覚
能
ひ

奥
さ
ま
家
鴨
追
ひ
役
な

奥
さ
ま
軽
い
弁
が
出
る

＊
切

飯
…
型

に
つ
め
て
押
し

、
四
角

に
切

っ
た
携
帯
用

の
飯
。

ゆ

が

む

立

テ

つ
、け

さ

ば

け

た

奥

さ

ま

奥
さ
ま
楊
枝
ね
じ
役
な

上
傅
馬
の
も
御
存
じ
な

市
　

人
　
『
た
ま

か
し
わ
』

四
編

蛙
　

立
　
『
狂
俳
風
見

草
』

初
編

ぞ
ん
じ
巻
　
『
狂
俳
風
見

草
』

二

編

ゼ

ン
タ相

ス

イ

ギ
ョ
二

＊

上
傅
馬
・：
現
在
の
豊
橋
市

上
伝
馬
町

。
吉
田

宿
の
遊
郭

の
一
部

を
な
す

。

お
出
入
の
お
よ
し
　
　
　
　
　

奥
さ
ま
の
耳
か
り
に
来
る

②
他
人
の
妻
を
や
や
上
位
の
祖
手
と
し
て
対
し
て
い
る
が
、
敬
意
を
伴
わ
な

呼柏

『
狂
俳
風
見

草
』

二

編

『
千
代
見

具
佐
』

初

編

水

瀬
巻
　
『
狂
俳

鉄
く
ま
で
』

い
例
。

薮
医

者
の
奥
様
　
　
　
　
　
　

泣
の

が
顔
に
見
え

て
居

る
　
　
　
　
　
　
　

紫
川

亭
　
『
太
箸

集
』

四
編

藪
医

の
奥

様
　
　
　
　
　
　
　

顔

に
似
合
ぬ
噂

あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　

木
　
『
続
太

は
し
集
』
二

編

御
楽
人

の
奥

様
　
　
　
　
　
　

お
そ
ろ
し

い
程
紅

が
濃

い
　
　
　
　
　
　

花

樗
竹
馬
　
『
狂
俳
天

狗
七

部
集
』

＊
楽
人
・：
生
活
の
苦
労

の
な

い
人

。
気
楽

に
く
ら
す
人

。

奥
サ

マ
達
　
　
　
　
　
　
　
　

花
合

ニ
ハ
謄
太

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梧
　

窓
　
『
た
ま
か
し

わ
』

初
編

＊
花
合
・：
花
札
を
使

っ
て
す

る
遊
び
。
同

じ
月
の
札
を
合

わ
せ
取
り

、
で
き

た
役

と
取
っ

た
札

の
点
数

を
競
う

。

乳
母

か
ら
居
ハ

つ
た
奥

サ

マ
　
有

っ
た
に
葛
龍

さ
っ

ぱ
り

な
　
　
　
　

∇
よ
し

な

ゝ
　
『
た
ま
か
し

わ
』
七

編

能

ウ
肥

た
奥
サ

マ
　
　
　
　
　

位
イ

迂

ッ
て

来
て
じ

ゃ
げ
な
　
　
　
　
　
　

壽
扇

ゝ
　
『
す

ご
し
ろ
集
』

＊
位

を
迂

る
・：

あ
る
官
位
を
降

り

る
。
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奥
さ
ま
の
内
接

権
助

お
居

間
迄
通

る

花
　
楽
　
『
か
が
み
ぐ
さ
』N　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

S

表
I

の
2
3

句

中

、
1
7

句

を

引

用

し

た

。

こ

こ

で

は

、

①

出

て

見

へ

る

等

の

敬

語

表

現

の

他

、

吊

カ

ン

高

な

・

追

ひ

役

な

・

ね

じ

役

な

・

S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S

御

存

じ

な

・

②

謄

太

な

・

さ

っ

ぱ

り

な

・

来

て

じ

ゃ

げ

な

等

、

語

尾

を

断

定

せ

ず

、

「

な

」

と

い

う

押

念

の

た

め

の

一

種

の

詠

嘆

表

現

が

多
く
見
ら
れ
る
。
当
時
の
狂
俳
の
句
に
表
現
さ
れ
た
も
の
が
、
特
殊
な
個
人
の
物
の
見
方
と
い
う
よ
り
も
当
時
の
平
凡
で
一
般
的
な
と
ら

え
方
で
あ
る
と
は
い
え
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
奥
様
と
呼
ば
れ
る
女
性
達
に
は
、
微
笑
ま
し
く
好
意
的
仁
と
ら
え
て
い
る
句
が
多
い
。

（
2
）
内
　
　

義

①
他
人
の
妻
を
好
意
的
に
と
ら
え
た
例
。

す
い
な
内
義
　
　
　
　
　
　
　

好
な
罠
も
や
め
て
居
る

奇
麗
な
台
所
　
　
　
　
　
　
　

ち
さ
い
お
内
義
出
て
見
え
る

茄
子
売
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
内
義
の
手
を
押
の
け
る

気
の
利
た
内
義
　
　
　
　
　
　

仕
合
も
の
ゝ
様
子
な
り

奇
讃
内
義
　
　
　
　
　
　
　
　

春
ハ
山
サ
ト
言
ハ
し
た
り

掃
出
す
座
敷
　
　
　
　
　
　
　

内
儀
呼
っ
て
針
渡
す

②
町
家
の
妻
を
詠
ん
だ
例
。
…
好
意
的
と
ば
か
り
は
い
え
な
い
。

紅
屋
の
内
義
　
　
　
　
　
　
　

出
か
け
の
形
リ
で
店
助
る

罠
や
の
内
義
　
　

十
　
　
　
　
妹
頼
ん
で
遣
っ
と
る

関
取
の
内
義
　
　
　
　
　
　
　

爰
ら
の
多
ば
こ
気
に
入
ら
ぬ

雨
　

水
　
『
続
太

は
し
集
』

初
編

五
　

鹿
　
『
続
太

は
し
集
』
二

編

呂
　

江
　
『
続
太

は
し
集
』
三

編

桂
　

音
ｔ
　『
す
ゞ
し

ろ
集
』

王
　

葉
　
『
千

代
見
具
佐
』

初
編

小
茂
井

ゝ
　
『
狂

俳
指
使

篇
』

ナ
ゴ
ヤ多

草

立

古

月

窓

『
太
箸
集
』
三

編

『
続
太

は
し
集
』

初
編

『
続
太

は
し
集
』
二

編



60

廻
船
問
屋
　
　
　
　
　
　
　
　

お
内
儀
ぐ
る
め
角
力
好
ナ

茶
屋
の
内
儀
　
　
　
　
　
　
　

よ
う
黙
ら
せ
ず
子
を
返
す

ミ
ど
り
屋
の
内
義
　
　
　
　
　

ド
モ
成
ら
ぬ
時
ア
筒
も
有

＊
筒
…
つ
つ
も
た
せ
（
美
人
局
）
　の
略
。

③
芸
妓
な
ど
玄
人
出
身
を
感
じ
さ
せ
る
例
。

美
し
い
内
義
　
　
　
　
　
　
　

在
所
聞
て
も
い
は
っ
せ
ぬ

片
贅
死
た
内
義
　
　
　
　
　
　

ま
ん
だ
巾
廣
む
す
ば
れ
る

片
鬘
瓦
だ
内
義
　
　
　
　
　
　

赤
襟
弐
人
連
て
行

ツ
シ
マ里

尉

一

菊

チ
ダ

ス

ヘ
ヒ

ロ

レ
ン

始
　

孝

花
シ
寿

ト

、
l

紫 ダ

『
た
ま
か
し

わ
』

初
編

『
た
ま

か
し
わ
』

初
編

『
た
ま
か
し

わ
』

七
編

泉
　
『
続
太

は
し
集
』
二

編

肪
　
『
潮

の
花
』

泉
　
『
潮

の
花
』

＊

赤
襟
・
三

赤
色

の
半
襟
を

か
け
た
こ

と
か
ら
）
少
女

。
特
に
年
若

い
芸
妓

、
半
王

の
俗

称
。

片
鬘
死
た
内
義

片
鬘
瓦
た
内
義

片
鬘
瓦
た
内
義

出
歩
行
連
は
き
ま
っ
と
る

ま
ヽ
子
を
ヱ
ロ
ウ
可
愛
が
る

余
所
の
子
見
る
と
け
な
り
が
る

片
髪
冗
た
内
義
　
　
　
　
　
　

今
頃
産
で
持
ち
か
ね
る

＊
持
ち
か
ね
る
・：
持
て
あ
ま
す
。

④
内
義
の
性
格
又
は
性
癖
を
表
す
例
。

＊

け
な
り

い
・：
珍

し
く
羨

ま
し
い
。

片
髪
冗

た
内
義
　
　
　
　
　
　

今

頃
立

気
の
よ
い
内
義

入
れ
た
て
の
内
義

頼
ま
れ
た
事
忘
れ
と
る

砂
糖
片
薄
ふ
き
ら
っ
せ
る

呂

渓

玉

里

双

宇

『
潮

の

花

』

『
潮

の

花

』

『
潮

の

花

』

都
　

夕
　
『
潮

の
花

』

清

賀

清

賀

『
続
太

は
し
集
』

初
編

『
続
太

は
し
集
』

初
編
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＊
人
れ
た
て
…
自
分
で
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
。
自
弁
。
自
前
。
自
分
持
ち
。

派
手

な
内
義

早
口
な
お
内
義

し
み
た

れ
の
内
義

骨

折
て

度
量

自
慢

の
内

義

鼻
高
な
内
義

頭
痛
持

の
内
義

頭
痛
持

の
内

義

施
し
好

の
内

義

内
儀

の
さ
し
出
口

＊

か
た

べ
ら
…
片
面

。

さ
ば
け
て
居
ル
内
義

子
を
抱
事
も
嫌
ひ
也

旦
那
の
留
守
に
や
脈
も
見
る

い
や
そ
う
に
し
て
飯
を
く
ふ

御
内
義
と
ろ
ゝ
ぎ
ら
ひ
也

旦
那
様
に
は
水
く
さ
い

明
か
る
し
と
い
て
咄
さ
れ
る

手
も
通
さ
ぬ
の
着
て
か
れ
る

内
の
借
金
知
ら
っ
せ
ぬ

来
て
か
ら
欠
伸
し
づ
め
也

豆
腐
か
た
べ
ら
こ
が
ら
か
す

お
膳
の
間
ダ
跨
で
行

ヨ
コ
ス
カ
某
　

巻

大
　

野

国
府
宮

雨
扇

ゝ

鳥
　

夕

白
　

水

桂
　

子

三
西
嵯

道
光
寺
連

直
　

花

太
　

平

『
太

箸

集
』

三

編

『
続

太

は

し

集

』

三

編

『
太

箸

集
』

四

編

『
太

箸

集

』

初

編

『
続

太

は

し

集

』

三

編

『
続

太

は

し

集

』

初
編

『
続

太

は
1
　集

』

初

編

『
た

ま

か

し

わ
』

四

編

『
続

太

は

し

集
』

二

編

『
狂

俳

指

使

篇
』

市
　

存
　
『
た
ま
か

し
わ
』

四

編

前
の
表
I
に
し
た
内
義
9
2句
中
、
3
2句
を
引
用
し
た
。
こ
の
中
に
は
①
に
出
て
見
え
る
・
言
ハ
し
た
り
・
③
い
は
っ
せ
ぬ
・
む
す
ば
れ

る
・
④
き
ら
っ
せ
る
・
咄
さ
れ
る
・
着
て
か
れ
る
・
知
ら
っ
せ
ぬ
等
の
敬
語
表
現
が
見
ら
れ
る
。
が
、①
粋
な
・
気
の
利
だ
・
③
美
し
い
・

④
気
の
よ
い
等
の
好
意
的
な
修
飾
語
を
冠
せ
た
内
義
ば
か
り
で
は
な
く
、
③
片
鬘
死
た
・
④
し
み
た
れ
の
・
度
量
自
慢
の
・
鼻
高
な
・
頭

痛
持
ち
の
等
と
い
う
非
難
め
い
た
修
飾
語
を
冠
せ
た
内
義
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
内
義
と
よ
ば
れ
る
女
性
達
に
対
し
て
、
他
人

の
妻
と
し
て
の
敬
意
は
窺
わ
れ
て
も
、
好
意
的
に
表
現
し
た
例
は
少
な
く
、
表
面
的
で
よ
そ
よ
そ
し
い
。



一
　
　

（
3
）
御

新

造

心

①
富
裕
な
家
の
美
し
い
妻
女
を
彷
彿
さ
せ
る
例
。

気
の
さ
ば
け
た
御
新
造
　
　
　
機
れ
た
こ
ゝ
ろ
更
に
無
ひ

秋
の
ゆ
ふ
べ
　
　
　
　
　
　
　
御
新
造
木
魚
叩
イ
と
る

代
参
に
遣
る
日
雇
　
　
　
　
　

御
新
造
に
酌
仕
て
貫
ふ

②
富
裕
な
家
の
妻
女
を
詠
人
だ
と
窺
え
る
句
。

サ
ア
御
座

れ

＊
結

ひ
好
キ
・
：
髪

結
好
き

其
尾

に
つ
き

千
本

ま
い
ら

御
新
の
結
ひ
好
キ
ア
下
女
徳
ナ

乳
母
御
新
造
の
角
殖
す

御
新
造
ぐ
る
め
さ
わ
い
ど
る

＊
千
本
舞
良
…
縦
横
の
桟
を
細
か
い
間
隔
で
数
多
く
付
け
た
舞
良
戸
。

③
さ
ば
け
た
性
格
の
御
新
造
の
例
。

太

ト
ら
れ

た
御

新
造

角
屋

の
御
新

造

日
参

の
御
新

造

先
ま
く
り

＊

ヶ
イ

ド
…
（
「
け

憎
め

ぬ
御
新

造

黒
惚
ぬ
か
し
て
運
ひ
ら
く

鬼
門
崇

で
片
眼
無
ひ

起
だ
ば
っ
か
の
所
へ
よ
る

御
新
造
サ
マ
に
ケ
子
ド
く
う

木
　
佳
　
『
続
太
は
し
集
』
二
編

芝
　
青
　
『
狂
俳
潮
の
花
』

ハ
タ
ヤ
　
『
続
太
は
し
集
』
三
編

喜
　

楽
　
『
狂

俳
風
見

草
』

二
編

南
錬

井
ホ
リ里

生

『
太
箸
集
』

初
編

『
太
箸
集
』

五
編

雲
母

連
　
『
た

ま
か
し
わ
』

二

編

里
　

礦
　
『
た

ま
か
し
わ
』
四

編

ナ
ゴ
ヤ
　
『
太
箸

集
』

四

編

貫

扇
ヽ

『
す

ゞ
し

ろ
集
』

い
ど
う
」

の
変
化

し
た
語
）

邪
魔

が
入

る
こ

と
。

さ
ま
た

げ
。

強
入

て
置
て
這
入

ら
れ

る

太
　

葉
　
『
続
太

は
し
集
』

初
編
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す
け
べ
の
御
新
造

髪
へ
梅
干
い
ざ
っ
と
る

＊

い
ざ
る
・：
物

が
、
置

か
れ
た
場
所

か
ら

ず
れ
て
動
く

。

玄
人
見
の
御
新
造

そ
ふ
か
知
ら
ん

浮
た
気
の
御
新

奥
の
責
子
へ
揚
っ
た
り

な
ん
で
や
か
塗
ッ
せ
る
御
新
な

赤
う
ち
ま
く
る
足
白
イ

古

目

丿

日
‐

山

芝

ス
ナ
バ花

ス
ナ
バ山

春風

『
狂

俳

指

使

篇

』

『
た
ま
か
し

わ
』

四
編

『
冠

句
清
蘭
集
』

初
編

『
冠

句
清
蘭
集
』

初
編

＊
赤
う
ら
…
衣
類
な
ど
の
裏
地
の
赤
い
も
の
。
紅
裏
。

表
I
の
4
5句
中
、
秀
句
と
し
て
選
句
さ
れ
た
句
の
内
の
1
5句
を
引
用
し
た
。
こ
こ
に
挙
げ
た
御
新
造
に
、
奥
様
や
内
義
に
見
ら
れ
た
敬

意
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
特
色
は
窺
い
難
く
、
辞
書
に
見
ら
れ
た
「
特
に
、
新
妻
や
若
女
房
を
い
う
」
に
該
当
す
る
句
は
少
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
『
狂
俳
角
力
十
評
』
に
「
内
義
と
御
新
造
」
の
題
で
集
句
さ
れ
た
2
2句
が
載
る
。
『
雑
俳
集
成
』
に
載
ゐ
里
瓶
評
で
は
無
印

な
の
で
、
里
瓶
は
秀
句
と
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
両
者
を
区
別
し
た
例
が
見
ら
れ
る
の
で
、
い
く
つ
か
を
引
用
す
る
。

内
義
と
御
新
造
　
　
　
　
　
　

す
じ
か
い
に
連
れ
だ
っ
て
行
く

は
い
と
へ
い
と
の
返
事
也

御
義
理
か
と
ふ
て
風
呂
が
明
く

絹
と
木
綿
で
椀
を
ふ
く

鬼
門
と
鬼
門
返
し
也

両
者
の
区
別
を
意
識
し
た
句
が
選
句
さ
れ
な
か
っ
力
の
は
、一
あ
り
ふ
れ
た
発
想
の
句
を
好
ま
な
か
っ
た
選
者
の
考
え
方
に
寄
る
も
の
と

も
い
え
る
が
、
既
に
御
新
造
と
内
義
の
使
用
区
別
に
混
乱
が
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
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（
4
）

鳴

①

家
計
を
含

め
た
経
済
活
動

を
噴

の
力
量

に
頼

る
例
。
　
　
　

〈

植

木
店
　
　
　
　
　

～
　
　
　

初
手

に
は

お
噪

出
し
て
こ

す

古
手
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

口
め
に

は
噪

が
出

る

誠

ら
し
う
　
　
　
　
　
　
　
　

借
な
よ

く
り
に
噪

が
出

る

商
ひ
上
手

の
噪
　
　
　
　
　
　

手

に
片

か
な
が
弐
字
見

へ
る

懸
引
上
手
　
　
　
　
　
　
　
　

断

る
懸
ヶ

に

や
噪
遣
ふ

新
世

帯
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
噪

の
智

恵

が
半
分
添

ふ

く
る
し

い
晦
日
　
　
　
　
　
　

お
噪

の
智
恵
も

や
し

ま
れ
ぬ

＊

や
し
む
…

あ
な
ど

る
。
軽
く
見

る
。
　
　
　
　
　

▽

手
枕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
噪

の
知

恵
で
晦
日

越

噪

の
思
案
　
　
　
　
　
　
　

友
ヽ
物
二

つ
質
に

や
る

噪

と
相
談
　
　
　
　
　
　
　
　

惜
ひ
物

置
思
ひ

き
る
゛

使
の
欠
伸
　
　
　
　
　
　
　
　

噪

の
仕
廻

だ
鍵
捜

す

ゐ
ざ
く
っ
て
　
　
　
　
　
　
　

噪

の
か

け
合
聞
て

居

＊
か
け
合
・：
要
求

な
ど
を
話
し
合

う
こ
と
。
談

判
。
交
渉

。

②
叱

る
噪

の
例
。

は
げ
し

い
噪

～
　
　
　
　
　
　

亭
主
巨

龍
へ

ぽ
い
入

れ
る

寿

峰

大
サ
ト呂

ナ
ゴ
ヤ如

渓雷

松
塘
庵
芝
仙

チ

タ
大

ノ

春

大
矢

春

仁

所

上

未

暁花

巴

光

珠
の
家

イ
　
山

一
　
情

束

居

花

友

『
太

箸
集
』

五
編

『
太
箸
集
』
三

編

『
太
箸
集
』
四

編

『
狂
俳
天
狗

七
部
集
』

『
狂
俳
風
見

草
』

二

編

『
太
箸
集
』

四
編

『
続
太

は
し
集
』
三

編

『
た

ま
か
し
わ
』
初

編

『
続
太

は
し
集
』

初
編

『
た
ま
か
し
わ
』
二

編

『
続
太

は
し
集
』
二

編

『
太
箸

集
』

三

編

鶴
　

斎
　
『
太
箸

集
』
上

編
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は
げ
し
い
噪

大
不
足

や
か
ま
し
い
噴

蹴
ま
く
ら
れ
る
噪

負
ぬ
気
で

訳
も
い
は
ず

お
ん
ぴ
り
ぴ
ん

お
噪
に
呵
ら
れ

噪
ニ
ピ
リ
く

蚊
に
痛
癩
を
お
こ
す
也

湯
を
つ
か
は
れ
た
噪
が
な
る

居
る
の
を
恩
の
や
う
に
い
ふ

言
張
る
口
が
違
っ
た
り

叩
か
れ
る
迄
噪
七
や
べ
る

噪
が
藪
か
ら
棒
を
出
す

誘
ふ
に
鴫
の
き
い
て
置
ケ

い
く
つ
か
有
ル
ニ
徳
利
買
ふ

元
の
箪
笥
に
や
仕
て
遣
れ
ぬ

③
噪

に
対
す

る
夫
の
内
心

を
詠
ん
だ
例

。

心
の
燈

迪
な
ら

時
行
節

さ
れ
ば
と
て

ち
か
ら
な
い
事

近
所
へ
極
内

腹
存
分

苦
仁
も
せ
ず

噪
の
留
守
中
楽
を
せ
る

噪
も
新
ら
し
し
て
見
た
い

ど
ふ
も
お
曝
が
替
と
成

道
具
ば
か
り
の
噪
ヂ
ャ
な
い

醒
た
ら
お
噪
去
て
あ
る

能
ふ
出
て
行
噪
戻

″
と
る

禁
酒
も
極
め
て
噪
戻
る

噪
の
異
見
を
聞
寝
入

鶴

斎

福
　

島

霞
　

丈

ム
ク
キ一
味

斎

花

月

王
　

井

ビ
ワ

ジ
マ
市

三

桃
源

連
初

シ
ン
川只

友風琴

起

宿

盛
　
花

馬
　
遊

吾
嬬
薙

水
魚
園

錦
　
木

チ

タ
カ

メ

サ
キ

青

三

ア
ス

ケ

兎

柳月

『
太

箸

集

』

二

編

『
太

箸

集

』

四

編

『
太

箸

集

』

四

編

」

『
た

ま

か
し

わ

』
　三

編

『
太

箸

集

』

二

編

『
続

太

は

し

集

』

二

編

『
狂

俳
風

見

草

』

二

編

『
た

ま

か

し

わ
』

五

編

『
た

ま

か

し

わ
』

五

編

『
太
箸

集
』
五

編

『
狂
俳
不
知
足
』

『
十
評
』
　
　
　
　
＼

『
狂
俳
不
知

足
「

『
狂
俳
風
見

草
』

初
編

『
狂
俳
潮

の
花
』

『
た
ま

か
し
わ
』

三

編

『
狂
俳
不
知

足
』
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④
夫

婦
愛
を
示

す
例
。

菊
作

る
家

噪
と
二
人

若
亭
主

噪
を
起

し

草
桂

が
け

田
植
布
子

心
祝
ひ

泥
足

を
拭
ひ

不
孝

者

⑤
曝

の
生
態

の
一
面

を
示

す
例

。

産
月
の
噪

産
月
の
噪

生

皮
噪

草
観
と
き

塗
り
す
え

て
ゐ
る
噪

ど
て

ら
着

た
噪

今
だ
に
曝
が
美
し
い

鉢
か
ら
香
物
は
さ
む

噪
の
法
花
に
迷
は
れ
る

懺
悔
の
気
持
わ
る
う
が
る

噪
か
ら
入
れ
て
焚
て
遣
る

寝
と
る
お
噪
へ
素
湯
持
て
行

留
守
に
噪
達
酔
て
居
る

癩
で
舞
つ
と
る
曝
さ
す
る

岸
が
る
噪
さ
見
殺
し
な

ご
わ
ぐ

を
着
て
涼
し
が
る

摺
む
く
や
う
な
や
っ
着
と
る

一
て
う
ら
着
て
出
て
往
れ
る

何
所
へ
う
せ
た
か
噪
さ
が
す

お
人
が
あ
る
と
亭
主
呼
ぶ

お
ぼ
へ
が
あ
る
か
妓
に
慈
悲
な

3
8
7
句
中
、
4
5句
を
引
用
し

た
。
①
で

は
家

計
を
含

め
た
経
済
活
動

に
お

い

犬

山

冬

春

夜
更
連

月
都
軒

百
　

度

白
壁

連

勝
　

幡

大
里

村

ミ

ノ

シ

ロ

ヤ

シ

キ

ミ

カ

か

一

座

一
J

泉

雪

村

耕

々

ウ
チ
テ某

巻

烏

夕

『
狂

俳

潮

の
花

』

『
太

箸

集

』

三

編

『
続

太

は

し
集

』

二

編

『
太

箸

集

』

四

編

『
太

は
し

集

』

二

編

『
続

太

は

し

集
』

三

編

『
太

箸

集

』

五

編

『
た

ま

か

し

わ
』

三

編

『
冠

句

清

蘭

集

』一
二

編

『
太
箸
集
』

二
編

『
続
太

は
し
集
』

初
編

『
太
箸

集
』

三
編

『
太
箸

集
』

四

編

鶴
　

斎
　
『
続
太

は
し
集
』

初
編

柳
　

子
　
『
狂

俳
指
使

篇
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご

て
噪

の
力
量

が
頼
り

の
様
子

、
②

で
は
噪

に
叱

ら
れ
、

ま
た
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叱
ら
れ
な
い
よ
う
意
見
を
聞
く
様
子
、
③
で
は
題
か
ら
、
家
庭
内
で
の
立
場
や
影
響
力
を
想
像
さ
せ
、
④
で
は
労
り
の
気
持
ち
が
、
⑤
で

は
そ
の
時
々
の
生
態
な
ど
が
窺
え
る
。
い
ず
れ
も
噪
を
気
楽
に
表
現
し
て
い
る
。

（
5

）
　
　
　
女

」
　
　
　
　

房
　

・

①

女

性

上

位

の

例

。

珍

ら

し

う

く

そ

や

け

に

成

り

や

け

ク

ソ

に

成

り

遊

ば

せ

て

置

女

房

一

ぱ

い

き

げ

ん

し

た

ゝ

か

骨

折

く

ら

い

締

女

房

に

呵

ら

れ

姉

女

房

姉

女

房

②

女

房

の

生

態

を

示

す

例

。

愚

痴

を

い

ふ

女

房

幽

霊

女

房

に

持

女
房
亨
王
に
負
て
居
る

毎
日
女
房
遊
ん
ど
る

女
房
毎
日
肴
喰
ふ

こ
ふ
暑
て
は
と
い
わ
れ
た
り

女
房
に
お
辞
宜
し
ら
れ
た
り

女
房
の
留
守
に
の
し
捜
す

女
房
に
遣
ぴ
銭
い
ぢ
る

手
で
撫
く
っ
て
腰
か
け
る

角
の
寝
て
を
る
隙
は
な
い

握
っ
と
っ
た
で
茶
や
廻
る

在
所
は
絶
て
仕
廻
た
り

先
住
か
な
し
見
て
ご
ざ
る

雪
村

ゝ

ミ
ノ
八
神
無
尺
舎

素
　

月

清
　

賀

山
　

崎

サ

ヤ

飯

盛

ゝ

シ
ミ
ヅ柏

翠

ゝ

雪
　

村

シ
ミ
ヅ柏

翠

ゝ

里
　

橋

雪

村

清

賀

『
太
箸

集
』
初

編

『
太
箸

集
』
五

編

『
狂

俳
潮

の
花
』

『
続
太
は
し
集
』

初
編

『
太

箸
集
』

五
編

『
太

箸
集
』

初
編

『
太

箸
集
』

初
編

『
太
箸
集
』
二

編

『
太
箸
集
』

初
編

『
狂
俳
風
見

草
』
二
編

『
太
箸
集
』
二

編

『
続
太

は
し
集
』

初
編
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天
竺
に
女
房
を
持
ち

天
狗
サ
マ
の
女
房
二
成
り

夏
菊
　
　

宍
　
　
～

茶
碗
酒

夫
と
し
ら
ず

酔
て
体
な
し

痩
た
が
る
女
房

弱
ひ
女
房

亭
主
よ
り
大
き
い
女
房

請
出
し
女
房

請
出
し
女
房

帰
っ
て
来
て
は
寒
ふ
が
る

私
し
等
に
や
鼻
で
あ
し
ら
い
る

女
房
に
酒
の
あ
ひ
さ
せ
る

女
房
も
少
し
旅
馴
た

女
房
影
膳
居
へ
て
お
く

女
房
の
名
で
姫
呼
る

す
I
め
る
灸
が
き
ら
ひ
な
り

お
み
く
じ
好
き
で
気
が
迷
ふ

両
が
恥
か
し
が
ら
っ
せ
る

引
摺
る
裾
で
算
ン
消
や
す

帯
引
ず
っ
て
継
場
退
く

士

専

チ

タ

カ

ギ
ヤ

理秋 一

ナ
ゴ
ヤ鬼

丸＼渓 俵 玉

卜

｀
l

里

水

虻

鳴

耕ダ坦

夫　々

ミ

ノ

タ
ジ

ミ

T

上

原

ノ守

蝶
一

『
続

太

は

し

集

』

二

編

『
た

ま

か

し

わ
』

六

編

『
狂

俳

鉄

く

ま

で
』

『
狂

俳

冠

句

壱

編
』

『
狂

俳

鉄

く

ま
で

』

『
狂

俳

く

れ

た
特

集

』

『
続

太

は

し

集
』

二

編

『
続

太

は

し

集
』

三

編

『
続

太

は

し

集
』
」
二
編

『
力

ま

か

し

わ
』

五

編

『
た

ま

か

し

わ

』

七

編

5
3句
中
、
2
3句
を
引
用
し
た
。
①
で
は
封
建
社
会
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
構
女
房
が
亨
王
の
上
に
立
ち
、
支
配
力
を
持
っ
て
い
た
例
。

②
で
は
女
房
の
種
々
な
行
動
を
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
②
の
幽
霊
女
房
に
持
・
天
竺
に
女
房
を
持
ち
・
天
狗
サ
マ
の
女
房
二
成
り
と
い
っ

た
荒
唐
な
形
容
の
仕
方
は
女
房
に
の
み
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
他
の
奥
様
・
内
義
・
御
新
造
・
噪
よ
り
も
、
気
楽
仁
だ
の
し
ん
で
使
わ
れ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
女
房
と
い
う
言
葉
は
他
の
四
種
類
の
言
葉
よ
り
一
般
的
で
使
用
範
囲
が
広
い
。
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ま
　

と
　

め

こ

こ

で

見

て

き

た

句

は

、

冒

頭

で

述

べ

た

通

り

、

女

性

が
女

性

の

心

を

主

観

的

に

詠

っ

た

の

で

は

な

く

’、

異

性

に

よ

っ

て

客

観

的

に

詠

わ

れ
表

現

さ

れ
た

男

性

の

目

か

ら

見

た

妻

像

で

、

平

凡

な

捕

ら

え

方

に

よ

る
句

作

り

が

な

さ

れ

た

も

の

が

ほ

と

ん

ど

で

あ

っ

た

。

女

性

の

行

動

や

考

え

方

の

中

に

き

ら

力

と

光

る
部

分

を

う

ま

く

表

現

で

き

て

い

る
と

は

言

い
難

い

。

が

、

こ

の

よ

う

な
と

ら

え

方

の

中

で

も

、

江

（
注
7
）

戸

時

代

の

庶

民

の
女

性

が

、

元

気

で

あ

っ

た

こ

と

は

窺

え

る
。
『
江

戸

の

繁

盛

し

ぐ

さ
』

に

「

実

際

、

町

衆

の
天

下

で

あ

っ

た

江

戸

の
町

（
注
8
）

は
活

気

に

溢

れ

て

明

る
く

、

男

も

女

も
生

き

生

き

し

て

い
た

と

い

う

。

…

特

に
江

戸

は
女

性

の

天

下

で

あ

っ

た

よ

う

だ

。
」
「
江

戸

の
町

で

は
「

女

は

人

の

は

じ

ま

り

の

こ

と
」
、
つ

ま

り

子

供

を

生

み

育

て

心
重

要

な

役

割

を

も

っ

て

い

る

と

さ

れ

、
主

婦

の

座

は

想

像
以

上

に

強

か

っ

た

と

言

う

。
・：

銭

湯

の
男

湯

で

は

カ

カ

ア

自

慢

の

亭

主

が

お
互

い

に

競

い
合

い

、

そ

の
自

慢

の

内

容

に

よ

っ

て

居

場

所

が

決

ま

っ

た

。

自

（
注
9
）

慢

気

の

な

い
女

房

を

持

っ

た

亭

主

が
良

い

場

所

に

い

る

と

、

そ

の

座

を

追

わ

れ

た

と

い
う

。
」
「
「

農

家

は
男

次

第

、

商

家

は
女

次

第

」

と

い
わ

れ

た

。
・：

商

業

に

は
女

性

の
助

言

や

了

不

ジ

メ

ン

ト

が
有

効

だ

っ

た
。

旅

龍

、

料

亭

の

女

将

が

と

り

し

き

る
こ

と

が
多

く

、

そ

の
手

∠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
注
1
0）

腕

が
経

営

の
成

否

を

左

右

し

た

。

商

家

の

繁

栄

は

嫁

の

力

量

次

第

だ

か

ら

嫁

を

も

ら

う

場

合

は

心

し

て

選

べ
と

い

っ

た

。
」

と

あ

る

。

本

稿

で

は
妻

と

い
う

立

場

の
女

性

を

詠

ん

だ

狂

俳

の

句

を

見

て

き

た

が

、
女

性

が
頼

り

に

さ

れ

た

の

は

、

江

戸

の

町

ば

か

り

で

な

く

、

東

海

地

方

に

も
共

通

す

る
傾

向

と

考

え

て

よ

い
で

あ

ろ

う

。

（
注
号

与

謝

野

鉄

幹

の

「
人

を

懸

ふ

る

歌
」

は

「
妻

を

め

と

ら

ば
才

た

け

て
　

顔

う

る

は

し

く

な

さ

け

あ

る
」

で

始

ま

る

。

既

に

近

代

に

入

っ

て

か

ら

の

詩

で

あ

る

が
、「
才

た

け

て

」
と

望

む

の

は

、
妻

と

い

う

女

性

と

対

等

で

あ

り

た

い
と

い

う

願

い

が

あ

っ

て

の

こ

と

で

は

な

い

か

。

フ

ェ

ミ

ニ

ズ

ム

と

い

う

言

葉

が
、
「

近

代

的

な

あ

ら

ゆ

る

制

度

に

お

い
て

男

性

支

配

／

女

性

抑

圧

の
構

造

の
変

革

を

迫

り

、

女

性

解

放

を
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（
注
1
2）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
’

求
め

る
」
運

動
を
意
味

す

る
と

い
う
が
、
少

な
く
と

も
江

戸
時
代
後
期

に
あ
っ
七

は
、
生
活

の
中
で

の
女

性

の
立

場
は
抑

圧

構
造

の
下

に

あ
っ
た

と
言
う
よ
り

も
、
現
代

に
通
じ

る
活
気

を
感

じ
る
。

と
こ

ろ
で
、
本
稿

で
引

用
し

た
句
の
中
で

も
、
女
性

を
冷

や
か
し
か
ら
か
う

よ
う
な
句

が
多
か

っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
女

性

が
男

性
の

行
動

や
考
え

方
を
表
現
し

た
場
合

ど
の
よ
う

な
作
品

に
な
っ
た

で

あ
ろ
う

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

一

（
平

成
五
年
十

月
）

へ

1

心

ら
2

心

へ
3

心

ら
4

心

ら5

心

八
6

心

八
7

心

ら8

心

ハ
9

心

ハ
10

W

八
11

心

ら12

心

注田
中
ち
た
子
・
田
中
初
夫
編

『
家
政
学
文
献
集
成
』

江
戸
期
H

（
渡
辺
書
店
　

昭
4
1）
　一

言
一
頁
　
巻
一
の
三
「
女

し
な
さ
だ
め
」

よ
匯
丿。

朝
倉
治
彦
編

『
守
貞
漫
稿
』

上
巻

（
東
京
堂
出
版
　

昭
4
8年

初
版
・
昭
5
6年
再
版
）
五
六
・
五
七
頁

鈴
木
勝
忠
著

『
近
世
俳
諧
史
の
基
層
』
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
　

平
4
）

八
頁
　

序
よ
り
。
サ

「
明

治
前
期
名
古
屋
狂
俳
の
変
革
」
4
1頁
（
「
椙
山
國
文
学
」
　一
二
二
号
）
に
、
現
行
の
市
町
村
区
分
で
分
類
し
て
掲
載
し
た
。

鈴
木
勝
忠
編

『
雑
俳
集
成
』

第
一
期
1
2『
天

保
名
古
屋
狂
俳
集
』
東
洋
書
院
　
昭
6
0

鈴
木
勝
忠
編

『
雑
俳
集
成
』

第
二
期
1
0『
名
古
屋
幕
末
狂
俳
集
』
私
家
版
　
平
4
　
　
　
　
　
　

十

越
川
綾
子
著
　

日
本

経
済
新
聞
社
発
行
　

平
4

六
四
頁

一
三
六
頁

一
四
二
頁

『
日
本
近
代
文
学
大
系
』
5
3巻
「
近
代

詩
集
I

」
（
角
川
書
店
　

昭
4
7）
　一
三
七
頁

石
原
千
秋
「

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
現
在
」
（「
別
冊
國
文
学
」

陥
4
4
　新
・
現
代
文
学
研
究
必
携
　
二
三
五
頁
　
學
燈
社
　

平
4
）

付
　
　
　

記

平

成
五
年
度
名
古
屋
市
守
山
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
講
座
「
女
性
と
家
庭
～
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
考
え

る
～
」
第
九
回
担
当
分
の
講
義
録
を
も
と
に
ま

と
め
ま
し
た
。・


